
令和6年度の重点項目

№ 項目

  321人

3
国立駅南口子育ち・
子育て応援施設の
開設準備

審議会メンバーを公募等により選定し、年間６回程度
審議会を開催します。審議会において、保育の質の
確保・向上、人的効果、財的効果の３つの観点を柱と
し、評価検証方法を決定の上で、保護者、職員等の
関係者からの意見も聞きながら矢川保育園民営化の
評価検証を行います。

具体的内容

国立市のすべての子どもが主体的に育っていく仕組
みづくりを着実に進めるための「国立市子ども基本条
例」の策定に向け、これまで行ってきた子どもたちへ
のヒアリング、教職員との意見交換の内容を基に条
例案を作成し、令和７年４月１日施行を目指します。
なお、条例の実行性を実現するため、次期子ども総
合計画について、子どもの権利保障を軸とした計画
を策定します。

子ども基本条例の
策定

4

部の概要

令和５年４月より国立市で初となる複合公共施設「くにたち未来共創拠点 矢川プラス」がオープンし１年が経過し、来館者数は当初の
想定であった81,500人を大幅に上回る300,000人の子どもたちや子育て家庭また地域の方々にご利用いただき、地域に賑わいを生
み出しています。令和６年度もくにたち子どもの夢・未来事業団と両輪となり子育て支援、保育・教育環境の更なる向上を図ります。
また、令和6年度は、「国立駅南口子育ち・子育て応援施設」の令和７年初夏の開設・新たな賑わいの創設に向けての準備を進めて
まいります。
また、これまで多くの子どもたちの声を直接聞き取る手法により取り組んで参りました、「国立市子ども基本条例」の年内制定を目指
すとともに、「第4次国立市子ども総合計画」の策定や、くにたち子どもの夢・未来事業団により運営開始した旧公立矢川保育園の評
価検証を行い、２園目以降の民営化の方針を検討してまいります。
令和６年度も子ども家庭部職員が一丸となり、様々な当事者の声を直接聞き取りながら寄り添い型の支援と前例にとらわれない柔軟
な姿勢をもって個別の相談等にもきめ細かく丁寧な対応を心掛けます。

達成状況（年度末評価）
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達成度

A

A

A

　　　　　　　　◆　令和６年度　　部長マニフェスト　◆　子ども家庭部長　　

部の運営方針

部長写真所属課と人員
（R6.4.1現在）

児童青少年課・保育幼児教育推進課・子育て支援課

不登校支援対策として、フリースクール等、
学校以外の学びの場所の情報収集を兼ね
た施設見学や同行支援の他、リーフレットを
作成し、公立の小・中学校へ相談窓口の周
知を図った。少しずつではあるが相談も入っ
ており、今後は職員のスキル向上に向けた
研修等の機会も検討していく。

学校に行かない選択をしている子どもたちの多様な
学びの環境の整備について、多様な学びを伸ばす環
境整備協議会（教育委員会・学校等との協議の場）を
中心に進めてまいります。
令和４年度に構築した、子育て支援課（子育てサ
ポート窓口）が早期から当事者（家族）への相談支援
を行う仕組みについて、さらなる推進に努めるととも
に、当事者が家庭以外に過ごすことのできる居場所
の整備・連携を図ります。

国立駅南口子育ち・子育て応援施設の令和7年度の
開設に向け、条例制定や指定管理者選定、運営方
法の検討など準備を進めます。

国立市保育審議会
の運営

国立市議会第４回定例会において「国立市
子ども基本条例」を制定し令和７年４月１日
の施行を確定させました。同時に、条例内
容の周知のため、３月２０日号市報の１～３
面で周知を図るほか、リーフレット、デジタル
サイネージ広告などの展開を行うほか、子
ども家庭部職員を中心に条例の研修・ワー
クショップを行っています。また、条例に基づ
く計画として、第四次国立市子ども総合計画
を策定した。
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国立駅南口子育ち・子育て応援テラスの開
設に向け、国立市議会第2回定例会で条例
が制定された。
また、運用方法の詳細を検討後、指定管理
者選定委員会においてくにたち子どもの夢・
未来事業団が指定管理者の候補者と認定
され、第4回定例会において正式に決定とな
り令和7年2月より指定開始した。工事完了
となり、備品の発注・納品や人材の確保や
広報等を着実に進め令和７年７月のオープ
ンに向け開設準備を進めている。

児童・生徒の多様な
学びを伸ばす環境
整備の推進
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公募市民や保育関係者など、審議会メン
バーを選定の上で、保育審議会を６回にわ
たり開催した。審議会において、評価検証
の方法を決定し、矢川保育園と公立保育園
の現地視察を行うとともに、保護者、職員等
の関係者へのアンケートや職員へのヒアリ
ングを行い、民営化の実態の把握を行っ
た。



矢川プラス内に設置された幼児教育センター（こども
ラボ）を活用し、市内保育園、幼稚園、認定こども園
等における幼児教育の質を高めるための研修をくに
たち子どもの夢・未来事業団と調整し、年間計画に基
づく研修を体系的に実施します。
令和５年度にとりまとめを行った幼保小連携事業に
ついて、教育委員会、事業団と協力し、継続して幼保
小連携推進委員会を開催するとともに、関係者向け
の研修会を開催します。また、保護者に国立市の取
組を知ってもらうために、パンフレット、ホームページ
を作成しPRを行います。

【達成度】　Ａ…100％　Ｂ…80％以上100％未満　Ｃ…50％以上80％未満　Ｄ25％以上50％未満　Ｅ25％未満

B

事業団とともに研修計画を策定。計画に基
づき市内幼児教育施設を対象とした研修を
年間を通じて実施した。
また、市・事業団が連携し各施設を訪問し、
幼児教育の現場を視察するとともに、園職
員へのヒアリングを通じて研修等のニーズ
を把握し、次年度の研修計画に反映させ
た。
市・事業団・教育部と連携し、幼保小連携専
門領域の学識者を招き、職員向けに往還型
研修を実施し、各施設での取り組みの共有
と、学校教育・幼児教育のさらなるレベル
アップを図った。
幼保小連携のパンフレットを作成し、保育園
フェア、幼稚園フェア等のイベントで配布す
るとともに、ホームページを作成し、保護者
向けPRを行った。
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幼児教育推進プロ
ジェクト推進事業
（研修・幼保小連
携）


